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１．はじめに
　私がテクノセンターのインターンシップに参加したのは、ゼミの先生から紹介されたことがきっかけである。私
は今まで一度も日本を出たことがなく、以前から「外から日本を見てみたい」と思っていた。そこで、この機会に
海外へ行って、様々なことを学びたいと思い参加することに決めた。
　事前にテクノセンターでの研修について調べてみると、日本人にとってとても辛い環境での研修だということが
分かり、二週間も続けられるのかとても不安になった。しかし、ここでチャンスを逃したら後悔してしまうと思い、
思い切ってチャレンジしてみようと決意した。二週間の研修では、働くとはどういうことか改めて考え直し、自分
を成長させることを目標とした。
２．テクノセンターでの生活
　2011年８月17日に私は香港から深圳に入った。深圳駅を歩いていると、無理矢理荷物を運ぼうとされたり、中国
語で一方的に話しかけられたりして、外国に来たのだと強く実感した。
　駅からテクノセンターまではタクシーで移動した。道路では常にクラクションが鳴り響き、車同士がすれすれで
ぶつかりそうな状態の中スピードを出して運転していた。日本とは全く違う光景で、日本と中国の文化の違いに圧
倒された。
　テクノセンターでの研修が始まりワーカー寮（工場で働く人たちの寮）へ案内されると、研修前に本で読んだ通
り一つの部屋にベニヤ板の二段ベッドが六つ並んでいた。ベッドはベニヤ板の上にゴザと薄い敷布団を敷くだけだ
ったので、寝心地が悪くほぼベニヤ板で寝ているようだった。シャワーは、和式トイレと一緒になっており、水し
か出ないため給湯室にバケツ一杯分のお湯を汲みに行き、水とお湯を使って体を洗った。洗濯は全て手洗い、冷房
はなく天井に設置されている巨大な扇風機で暑さをしのがなければならないなど様々なことに衝撃を受けた。また、
ワーカー寮の工員向け食堂での食事は、辛かったり、お米が日本のものに比べてパサパサだったり、私にはとても
きついものだった。ワーカー寮での生活は慣れるまでが大変で精神的に辛い時もあった。しかし、この環境の中で
生活をしていると、普段当たり前だと感じていた日本での生
活がとても豊かだということを強く感じた。
　私は中国語をほとんど話すことができないので、入寮前、
寮のワーカーさんと会話ができるかとても不安だった。しか
し、初めて同じ部屋のワーカーさんに会った時、笑顔で椅子
を出してくれたことがとても嬉しかった。毎日同じ部屋で生
活し、一緒に買い物へ行ったりごはんを食べたりしていくに
つれ、お互い言いたいことがなんとなく分かるようになった。
私の中国語の知識はあいさつ程度だったが、言葉が完璧には
わからなくても伝えたいという強い意思があれば、相手に伝
わるということを学んだ。
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３．テナント企業への訪問
　この研修では、自分で計画を立てて行動しなければいけない。企業訪問をするためには、まず自分で電話をして
アポイントメントをとる必要がある。中国語ができない私にとって、「日本語が話せる人にかわってください」と
中国語で伝えることがとても大変だった。私の中国語の発音が悪いために、相手に言いたいことを伝えられず、電
話を切られてしまうことがあった。しかし、諦めずに何度も挑戦しアポイントメントが取れたときはとても嬉しか
った。最後まで諦めずに努力することは、とても大切なことだと改めて実感した。
　私は二週間で六社のテナント企業を訪問した。社長さんや
工場長さんの話は、とても勉強になることばかりだった。特に、
ワーカーさんとのコミュニケーションの取り方の工夫や、中
国での生活、人とのつながりを大切にしながら仕事をしてい
るなどの話が印象に残っている。
　休日、ある工場長さんに、深圳市内を案内していただいた。
その工場長さんは、人との出会いをとても大切にしていて、
案内してもらう場所ごとに知り合いがいた。小さな出会いが、
仕事や何かにつながるかもしれないので、大切にしていると
いう話を伺い、私も人とのつながりをもっと大切にしていく
べきだと考えさせられた。
　私は、以前から自ら手を挙げて質問をすることが苦手だっ
たので、最初はなかなか質問をすることができなかった。し
かし、他の研修生の積極的な姿勢に影響を受けて自分から少
しずつ質問をすることができるようになった。企業へ訪問す
ることは初めての経験だったため、戸惑うことがたくさんあ
った。しかし、企業訪問をする時の電話やメールのマナーな
どを学ぶことができ、とても良い経験になった。
４．働くとは
　この二週間の研修を通して、働くとはどういうことか改めて考えさせられた。
　テナント企業への訪問の際、ワーカーさんの仕事に対する姿勢について伺ってみると、彼女らの離職率が高いと
いうことがわかり、疑問を持つようになった。様々なテナント企業に訪問し調査していくと、ワーカーさんの仕事
に対する姿勢の特徴の一つとして、責任感があり言うことをしっかりと聞くが、仕事に飽きやすいという特徴があ
ることがわかった。そのため新人育成がすぐにできるように、あらかじめマニュアル等を作成して対策をとってい
ることもわかった。日本では、終身雇用が一般的になっているため、転職をしづらいことが現状である。しかし中
国では、転職をして自分の適職を見付けるという話を伺い日本との違いを知ることができた。
　企業訪問をしていて、毎日新しいことに挑戦し、悩みが絶えないけど自分で考えて行動することにやりがいを感
じると話してくださった社長さんがいた。また、他の企業の工場長さんからは、どんなに小さな出会いでも大切に
している、言葉が分からなくても一生懸命にコミュニケーションをとって仕事をしているという話を伺った。日本
とは違う土地で生活しながら仕事をし、様々なことに挑戦していて本当に素晴らしいなと感じた。中国で働いてい
る日本人の方々はとても輝いて見えた。
５．おわりに
　この研修を通して感じたことが三つある。
　一つ目は、もっと早く海外に行けばよかったと思ったことである。私は初めて海外に出掛け、そこで文化の違い
や環境の違いを体験し、とても刺激的な毎日を送ることができた。日本では普段当たり前だと感じていることが、
海外に行くと当たり前ではなく、これが文化の違いによるものだということを理解することができた。そして、も
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っと色々な国へ行ってみたいという思いが強くなった。もっと日本以外の国のことを知って、様々な視点から日本
という国を見つけ直してみたいと考えるようになった。このことを大学に入ってすぐに感じていればもっと私の視
野を広げることができたのではないだろうか。残りの大学生活でさらに海外へ行き、自分の目で色々なものを見た
いと思う。
　二つ目は、言葉の壁を感じたことである。香港では、中国語と英語が通じるが、中国本土ではほとんど中国語し
か通じない。テクノセンターの寮でワーカーさんと一緒に生活していく上でコミュニケーションをとる機会がたく
さんあった。私が話せる中国語はあいさつ程度だったので、筆談やジェスチャーを混ぜた簡単な会話しかすること
ができず、ワーカーさんのことを深く知ることができなくとても残念だった。一年生の時に中国語の授業を履修し
ていたので、もっと積極的に中国語を勉強しておけばよかったと大変後悔した。研修を終えて香港へ戻り、ホテル
のチェックインの手続きをする際にも言葉の壁を感じた。ホテルのフロントの方は英語で話しかけてくるが、何を
言っているのかなかなか理解することができなかった。中学生から学校の授業で英語の勉強をしてきているが、勉
強してきたことを全くと言ってよいほど生かすことができなかった。この研修を通してもっと英語や中国語を勉強
する必要があると強く感じた。
　三つ目は、同じ研修に参加した他大学の学生の積極的な行動力を感じたことである。他大学の学生は、みんな積
極的に行動する人たちばかりで、自分たちの研修目的を達成するためにとても一生懸命だった。また、彼らは自分
の将来についてしっかりと考えている人がたくさんいた。目標を持ってそれを達成するためにみんな一生懸命頑張
っているという話を聞き、私も自分の将来についてしっかりと考えなければいけないと改めて感じた。今までの大
学生活の中では、他大学の学生と交流する機会がなかったので、研修を通して他大学の学生から良い刺激をたくさ
ん受けることができ、とても良い経験になった。
　二週間のインターンシップを終えて、毎日学ぶことがたくさんあり中国へ来る前の自分を大きく成長させること
ができた。帰国してからは、この研修で学んだことを生かして、何事にも積極的に取り組むようになった。分から
ないことがあると、そのままにはせず、すぐ調べるようになった。また、興味を持ったことは積極的に調べ、様々
な知識を身に付けるように努力するようになった。
　最近では、インターネットなどで情報を簡単に入手することができる。しかし、インターネット上の情報だけで
は限界がある。実際に現地に足を運び、自分の目で見て確かめなければわからないことがたくさんある。この研修
を通して、自分の目で見て確かめるということの大切さを改めて実感することができた。二週間の研修で学んだた
くさんのことをこれからの人生に生かしていきたい。
